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退
職
者
こ
だ
ま
会
第　

回
定
期
総
会
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●とき　
　６月２４日（水）
　午後１時３０分～４時３０分
●ところ
神奈川自治会館
７階７０１号室～７０３号室
電話０４５－６６４－７５００

●交通
桜木町又は横浜駅から、バス
で「神奈川自治会館前」下車
徒歩１分。地下鉄みなとみら
い線「日本大通り駅」下車３
番出口徒歩３分
●総会議案（２～５頁参照）
●展示コーナー　
　俳句・写真他
☆懇親会　
総会終了後、２階の『ラウン
ジはま風』で懇親会を開きま
す。お誘いあわせのうえご参
加を（会費２０００円）

退職者こだま会
第２５回定期総会のご案内

　

知
恵
を
出
し
合
っ
て

　

緑
に
風
薫
る
こ
の
頃
、
み
な
さ
ん
お
元

気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
経
済
危
機
が

深
刻
化
し
、世
界
全
体
に
波
及
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た
派
遣

や
請
負
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
の
大
量
解

雇
が
発
生
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
地
に
「
派
遣
村
」
が
誕
生
し
、
貧

困
と
格
差
の
根
絶
を
も
と
め
る
連
帯
の
運

動
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
と
引
き
換
え
の
消

費
税
増
税
の
法
制
化
問
題
、
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
の
拡
大
、
基
地
の
強
化
、
引
き
続

く
食
品
偽
装
問
題
や
消
え
た
年
金
問
題
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
こ
う
し
た
生
活
の
こ
と
、
健

康
の
こ
と
、社
会
問
題
な
ど
を
話
し
合
い
、

運
動
の
経
験
を
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
知
恵

を
出
し
合
っ
て
「
こ
だ
ま
会
」
の
方
針
を

豊
か
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
退
職
さ
れ
て
未
加
入
の
方
も

来
場
、
入
会
大
歓
迎
で
す
。
語
り
合
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

親
睦
会
で
交
流
を

　

総
会
の
終
了
後
、
神
奈
川
自
治
会
館
２

階
の
『
ラ
ウ
ン
ジ
・
は
ま
風
』
で
、
恒
例

の
親
睦
会
を
開
き
ま
す
。
約
１
時
間
、
軽

食
を
と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
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退
職
者
こ
だ
ま
会
第　

回
定
期
総
会
議
案
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２
０
０
８
年
度
経
過
報
告

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

こ
の
数
年
間
、
政
府
は
所
得
税
か
ら
配

偶
者
特
別
控
除　

万
円
の
廃
止
（　

年
）、

３８

０４

寡
婦
・
老
年
・
障
害
者
控
除　

万
円
廃
止
、

４８

定
率
減
税
の
段
階
的
廃
止
、
低
所
得
高
齢

者
の
非
課
税
限
度
額
の
廃
止（　

〜　

年
）

０６

０７

な
ど
を
実
施
し
、
連
動
し
て
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
料
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
昨
年
（　

年
）
４
月
か
ら
実

０８

施
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
年
金

の
満
額
支
給
時
期
の
後
退
と
あ
わ
せ
て
、

ま
す
ま
す
退
職
後
の
生
活
は
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
切
捨
て
の
冷
た
い
政
府
の
動
き

に
対
し
、「
こ
だ
ま
会
」
は
い
ち
早
く
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を
求

め
る
」
署
名
に
と
り
く
み
６
５
９
筆
を
集

め
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会
を
通
し
て
国

会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

松
沢
県
政
は
県
立
６
病
院
の
独
立
行
政

法
人
化
を
決
め
、
県
民
が
安
心
し
て
か
か

れ
る
医
療
要
求
よ
り
も
、
経
済
効
率
最
優

先
の
政
策
を
と
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

「
こ
だ
ま
会
」
は
県
職
労
連
や
県
民
連
絡

会
等
で
つ
く
る
「
地
域
医
療
の
充
実
と
県

立
病
院
の
直
営
を
求
め
る
会
」に
参
加
し
、

「
安
心
・
安
全
の
医
療
の
提
供
と
医
療
水

準
の
向
上
維
持
を
」と
運
動
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

会
員
参
加
の
会
報
づ
く
り
と

　
　

趣
味
活
動

　

会
員
相
互
を
つ
な
ぐ
会
報
は
、
年
金
、

医
療
、
介
護
、
増
税
問
題
な
ど
の
情
報
や

趣
味
活
動
、
高
齢
期
運
動
の
と
り
く
み
な

ど
の
様
子
を
計
画
ど
お
り
４
回
（　

〜　
８０

８３

号
）、
Ａ
４
版
で
発
行
し
ま
し
た
。「
字
が

大
き
く
な
っ
て
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
な

ど
好
評
で
す
。「
会
員
参
加
で
豊
か
な
情

報
」
の
目
標
は
、
広
報
委
員
会
の
努
力
と

皆
さ
ん
の
協
力
で
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
趣
味
や
特
技
を
い
か
し
て
楽
し

く
交
流
を
深
め
る
活
動
は
、
囲
碁
同
好
会

の
例
会
や
恒
例
の
北
海
道
ス
キ
ー
旅
行
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、　

月　

日
「
生
麦
事

１０

１０

件
歴
史
探
訪
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見

学
」（　

人
参
加
）
や　

月　

日
〜　

日

２０

１１

１９

２０

「
秋
の
紅
葉
・
伊
豆
稲
取
温
泉
一
泊
旅
行
」

（　

人
参
加
）
を
と
り
く
み
ま
し
た
。

２１

　

囲
碁
同
好
会
は　

月
２
日
「
か
な
が
わ

１２

労
働
プ
ラ
ザ
祭
り
」
で
囲
碁
大
会
の
企
画

を
担
当
し
、
県
職
員
Ｏ
Ｂ
と
現
役
な
ど　
６９

人
が
参
加
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
の
「
手
づ

く
り
文
化
祭
」
は　

月　

日
に
開
か
れ　

１０

２６

１３

人
が
参
加
。
俳
句
、
油
絵
、
絵
手
紙
、
水

彩
画
、
写
真
な
ど
を
展
示
、
演
芸
に
も
参

加
し
ま
し
た
。

○
歴
史
教
室

　

講
義　

９
月
・
３
月
（　

人
〜　

人
）

１０

１３

　

散
策　

６
月
・　

月
（
９
〜　

人
）

１１

１０

○
楽
し
い
俳
句
教
室

　

毎
月
第
３
木
曜
日
（　

人
〜　

人
）

１１

１３

○
食
と
文
化
を
楽
し
む
会
（
薬
膳
料
理
）

　

７
月
（　

人
）

２０

○
囲
碁
同
好
会

　

例
会
、
毎
月
第
１
日
曜
日
（　

〜　

人
）

１０

１６

○
料
理
教
室（
県
職
労
連
壮
年
部
と
共
催
）

　
　

月
（　

人
）

１０

２０

○
北
海
道
ス
キ
ー
旅
行

　
　

年
１
月　

〜　

日
（　

人
）

０９

２５

２８

１９

○
農
業
体
験
・
援
農
を
楽
し
む
会

　

８
月
（　

人
）

１２

　

趣
味
の
会
の
世
話
人
の
皆
さ
ん
に
は

日
々
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、

お
世
話
下
さ
る
方
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　

年　

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
会
の
ホ
ー

０５

１１

ム
ペ
ー
ジ
は
、
会
報
以
外
の
情
報
提
供
も

含
め
て
そ
の
充
実
に
引
き
続
き
努
力
し
て

い
ま
す
。
過
去
の
会
報
を
整
理
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
の
季
節
の
便
り
や
写
真
、
地
域

の
情
報
、
暮
ら
し
向
き
な
ど
多
彩
な
活
用

に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ⅲ　

会
員
加
入
状
況
と
会
の
運
営

　

会
員
の
総
数
は　

年
１
月
現
在
１
、
３

０９

５
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
加

入
者
は
年
会
員
９
人
、
終
身
会
員　

人
の

４０

計　

人
。
加
入
の
働
き
か
け
は
、
給
与
厚

４９
生
課
主
催
の
退
職
者
説
明
会
５
回
（
１
月

中
旬
〜
２
月
中
旬
）
と
県
職
労
連
各
支
部

の
退
職
者
の
集
い
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
職
時
に
加
入
し
た
火
災
共
済

の
更
新
手
続
き
に
際
し
て
、
会
へ
の
加
入

資
料
を
同
封
し
て
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

○
会
の
運
営
は
、
毎
週
火
曜
日
を
軸
に
事

務
処
理
と
必
要
な
打
合
せ
会
議
を
合
せ
る

よ
う
に
し
、
交
通
費
等
経
費
の
節
減
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

○
会
報
の
発
送
作
業
や
各
趣
味
活
動
等
の

生麦事件跡探訪とキリンビール工場見学（０８．１０．１０）
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と
り
く
み
に
つ
い
て
は
、
世
話
人
の
方
が

た
の
協
力
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ　

高
齢
期
運
動
へ
の
参
加
と 

　
　

共
同
の
と
り
く
み

　

高
齢
者
に
対
す
る
き
び
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。　

年
９
月
８
日
、
９
日
に

０８

第　

回
日
本
高
齢
者
大
会
（
新
潟
）
が
あ

２２

り
役
員
３
人
が
参
加
。　

月　

日
の
「
第

１１

１２

４
回
輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ
ど
い
」

（
相
模
原
南
市
民
ホ
ー
ル
）
に
は
役
員
７

人
が
参
加
。
情
勢
を
学
び
、
と
り
く
む
課

題
に
つ
い
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
　

年　

月
に
結
成
さ
れ
た
「
神
奈
川
県

０５

１２

職
員
九
条
の
会
」
の
�
結
成
３
周
年
記
念

の
集
い
�（　

月　

日
）
に
は
、
こ
だ
ま
会

１２

１５

会
員
も
多
数
参
加
。
Ｏ
Ｂ
が
居
住
す
る
地

元
で
「
九
条
の
会
」
の
立
ち
上
げ
や
世
話

役
、
事
務
局
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
に
は
前

年
同
様
１
人
を
、
神
奈
川
自
治
労
連
退
職

者
会
に
は
５
人
を
役
員
と
し
て
送
り
、
総

会
を
は
じ
め
年
間
の
活
動
に
協
力
、
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
連
絡
会
で
は
毎
年
３
月
、
厚

生
労
働
省
と
年
金
、
介
護
保
険
、
国
民
健

康
保
険
制
度
の
改
善
要
求
で
交
渉
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅴ　

弔
慰
金
廃
止
問
題
に
つ
い
て

　
「
配
布
物
が
返
送
さ
れ
て
し
ま
う
」「
ご

本
人
が
転
居
さ
れ
て
も
転
居
先
が
わ
か
ら

な
い
」「
ご
遺
族
と
連
絡
が
取
れ
な
い
」
な

Ⅰ　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発

し
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の
危
機
は
深
刻
化
の

一
途
を
た
ど
り
、　

年
９
月
に
は
ア
メ
リ

０８

カ
大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
が
破
綻
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア

メ
リ
カ
の
金
融
・
経
済
危
機
が
一
気
に
表

面
化
し
、
そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
世
界

経
済
全
体
が
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
経
済
危
機
の
ツ
ケ
を
真
っ
先
に

押
し
付
け
ら
れ
た
の
は
、
労
働
法
制
の
規

制
緩
和
に
よ
っ
て
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た

派
遣
や
請
負
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
で
し

た
。
ト
ヨ
タ
や
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
の
大
企
業

は
「
皮
下
脂
肪
」
を
た
っ
ぷ
り
溜
め
込
み
、

株
主
配
当
を
増
や
し
な
が
ら
賃
金
は
抑
制

し
、「
派
遣
切
り
」
や
「
期
間
工
切
り
」
を

強
引
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
昨
年　

月
か
ら

１０

今
年
６
月
ま
で
の
間
に
失
職
す
る
非
正
規

労
働
者
は　

万
人
を
超
え
、
本
年
３
月
末

１９

ま
で
の
正
社
員
の
解
雇
数
は
１
万
２
千
人
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ど
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
問
題
か
ら
、�
終
身
会
員
の
死
亡
に
伴
う

弔
慰
金
の
廃
止
�
と
、
そ
れ
に
替
わ
る

�
祝
い
金
制
度
�
の
問
題
が
議
論
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
定
期
総
会
で
出
た

意
見
を
尊
重
し
つ
つ
幹
事
会
で
議
論
を
し

ま
し
た
が
、
結
論
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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な
介
護
を
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
報

酬
を
適
正
に
引
き
上
げ
、
介
護
事
業
が
経

営
的
に
成
り
立
つ
よ
う
保
障
し
、
介
護
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
充

実
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

保
険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
始
ま
り

ま
し
た
。
本
年
４
月
か
ら
は
口
座
振
替
方

式
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
自
動
的
に
引
き
去
ら
れ
る
と
い
う
本

質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
保
険
料
の

均
等
割
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
世
帯
の
う

ち
、
一
部
は
負
担
増
、
一
部
は
負
担
減
と

な
り
ま
す
が
、
過
酷
な
保
険
料
負
担
と
あ

い
ま
っ
て
、
こ
の
制
度
は
後
期
高
齢
者
の

怨
嗟
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

保
険
料
滞
納
者
は
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら

れ
ま
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
た
だ

ち
に
廃
止
す
べ
き
で
す
。

　
　

年
０８

度
地
方

税
法
等
改
正
に
よ
り
、　

年　

月
か
ら
、

０９

１０

公
的
年
金
受
給
者
の
住
民
税
（
個
人
県
市

民
税
）
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
①
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
、
②
前
年
中
に
公
的

年
金
の
支
払
い
を
受
け
、
公
的
年
金
所
得

が
あ
る
人
、
③
４
月
１
日
現
在
で　

歳
以

６５

上
の
人
、
④
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天

県
議
会
で
承
認
）
は
、
県
民
の
医
療
に
対

す
る
県
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ

り
、
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

松
沢
知
事
は「
道
州
制
」の
推
進
役
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
道
府
県
の
完
全

自
治
体
化
」
と
い
う
戦
後
地
方
自
治
の
柱

の
一
本
を
取
り
は
ず
し
、
憲
法
の
地
方
自

治
原
則
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
も
の
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
地
方
自
治
体

の
退
職
者
と
し
て
こ
の
よ
う
な
動
き
に
反

対
し
、
地
方
自
治
擁
護
・
確
立
の
運
動
を

進
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
に
は
要
介
護
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
４
月
か
ら

こ
の
要
介
護
認
定
方
式
が
変
り
ま
し
た
。

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会（
民
医
連
）

は
、
新
し
い
介
護
認
定
方
式
に
よ
り
１
次

判
定
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
要
介
護

度
よ
り
軽
度
の
判
定
結
果
と
な
っ
た
人
が

多
数
に
上
っ
た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
要

介
護
認
定
方
式
の
改
悪
に
よ
り
、
給
付
費

を
２
８
４
億
〜
３
８
４
億
円
削
減
で
き
る

と
明
記
し
た
内
部
文
書
を
厚
生
労
働
省
が

作
成
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
度
の
改
定
が
給
付
費
の
削
減

に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
要
介
護
度
が

軽
度
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
要
介

護
者
（
家
族
を
含
め
て
）
の
生
活
が
成
り

立
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
の
制

度
を
抜
本
的
に
改
め
、
要
介
護
者
が
必
要

平
和
憲
法
改
悪
の
動
き
が
止
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
来
年
５
月
の
国
民

投
票
法
施
行
に
向
け
て
憲
法
改
悪
の
策
動

は
強
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

田
母
神
元
空
幕
長
の
「
日
本
が
侵
略
国
家

で
あ
る
と
い
う
の
は
濡
れ
衣
で
あ
る
」
と

す
る
言
説
は
、
歴
史
を
歪
曲
す
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
平
和
憲
法
に
対
す
る
挑
戦

で
す
。
ア
フ
リ
カ
・
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊

対
策
の
た
め
、
自
衛
艦
２
隻
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
警
備
活
動
で
は
「
実
戦
」

が
行
わ
れ
る
危
険
性
も
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
自
衛
隊
の
「
海
外
派
兵
」
の
拡
大
を
許

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
情

勢
下
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
憲
法
九
条
擁

護
の
運
動
を
引
き
続
き
強
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
内
に
あ
る
米
軍
基
地
は
県
民
の
生
活

と
安
全
を
脅
か
し
て
い
ま
す
が
、
米
軍
横

須
賀
基
地
に
は
、
昨
年
９
月
、
原
子
力
空

母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
配
備
さ
れ
、

住
民
生
活
に
新
た
な
脅
威
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
横
須
賀
市
民
を
初
め

と
す
る
広
範
な
人
々
の
反
対
運
動
が
持
続

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
政
を
み
る
と
、
松
沢
知
事
の

下
で
、
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
砦
と

な
る
べ
き
地
方
自
治
体
の
役
割
を
放
棄

し
、
県
民
の
福
祉
・
医
療
の
切
捨
て
、
自

治
と
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
職

員
の
削
減
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、

県
立
６
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
（
３
月

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
の

削
減
が
個
人
消
費
を
落
ち
込
ま
せ
て
い
る

大
き
な
原
因
の
一
つ
で
す
。
外
需
頼
み
で

は
な
く
国
民
の
懐
を
温
め
る
政
策
に
転
換

し
な
い
限
り
、
日
本
経
済
の
発
展
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、
政
府

提
出
の
２
０
１
０
年
度
税
制
法
案
は
、
新

た
な
大
企
業
優
遇
税
制
を
盛
り
込
む
一
方

で
、
消
費
税
増
税
の
法
制
化
を
「
付
則
」

に
書
き
込
み
、
大
衆
課
税
の
強
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
下
で
、
格
差

を
増
大
さ
せ
た
新
自
由
主
義
政
策
に
反
対

す
る
声
が
国
民
の
間
に
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。
年
末
年
始
の
「
派
遣
村
」
開
設

を
始
め
と
す
る
雇
用
、
生
活
、
住
居
の
保

障
を
要
求
す
る
労
働
者
・
市
民
の
活
動
は
、

中
途
解
雇
の
撤
回
や
被
解
雇
者
の
住
居
の

保
障
な
ど
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
運
動
に
よ
っ
て
行
政
や
企
業
の
態

度
を
改
め
さ
せ
、
要
求
が
実
現
で
き
る
こ

と
を
示
し
ま
し
た
。

　

麻
生
内
閣
は
、
国
民
生
活
が
陥
っ
て
い

る
深
刻
な
事
態
を
抜
本
的
に
解
決
し
よ
う

と
せ
ず
、
小
手
先
の
施
策
に
よ
り
国
民
の

支
持
を
つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
報
道
機
関
の
世
論
調
査
で
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
国
民
は
す
で
に
麻
生
内
閣
を

見
限
っ
て
い
ま
す
。
麻
生
内
閣
は
一
刻
も

早
く
衆
議
院
を
解
散
し
て
国
民
の
審
判
を

仰
ぐ
べ
き
で
す
。

　

自
公
政
権
の
弱
体
化
に
伴
っ
て
、現
在
、

医
療
医
療

介
護
介
護

住
民
税
も
年
金
か
ら
天
引
き

住
民
税
も
年
金
か
ら
天
引
き
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引
き
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
公
的
年
金
所

得
以
外
の
所
得
に
係
る
住
民
税
額
は
公
的

年
金
か
ら
の
天
引
き
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
介
護
保
険
料
の
天
引
き
か
ら
始
ま

り
、
次
か
ら
次
へ
と
天
引
き
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
高
齢

者
の
や
り
く
り
を
著
し
く
困
難
に
し
て
い

ま
す
。

Ⅱ　

活
動
の
目
標
と
計
画
（
案
）

１　

活
動
の
目
標

①
憲
法
の
改
悪
に
反
対
し
、
平
和
・
人
権
・

民
主
主
義
を
守
る
運
動
を
推
進
し
ま

す
。「
神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
」
と
連

携
し
、
憲
法
９
条
擁
護
の
運
動
を
す
す

め
ま
す
。

②
税
制
の
改
悪
で
、
高
齢
者
の
税
負
担
は

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
の
税
率

を
下
げ
る
こ
と
や
、
法
人
税
の
税
率
を

上
げ
る
こ
と
な
ど
で
、
年
金
生
活
者
の

生
活
を
守
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
を

な
く
す
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

③
高
齢
者
の
医
療
制
度
の
充
実
を
め
ざ
し

ま
す
。
多
く
の
反
対
の
な
か
で
昨
年
４

月
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
「
検

討
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
私
た
ち

は
こ
の
制
度
の
廃
止
を
要
求
し
ま
す
。

④
年
金
・
介
護
保
険
の
制
度
の
充
実
な
ど
、

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
を
始

め
、
要
求
で
一
致
す
る
団
体
と
協
力
し

て
、
高
齢
期
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
・

交
通
災
害
共
済
・
が
ん
保
険
な
ど
の
福

利
厚
生
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

⑥
法
律
・
年
金
・
税
金
・
介
護
保
険
・
成

年
後
見
制
度
・
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
問
題
で
、
信
頼
で
き
る
専
門
家

を
紹
介
し
ま
す
。

⑦
こ
だ
ま
会
事
務
局
は
、毎
週
火
曜
日（
祝

祭
日
を
除
く
）
の
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で
開
き
ま
す
。

２　

活
動
の
計
画

①
会
員
の
顔
が
見
え
る
『
こ
だ
ま
会
報
』

め
ざ
し
て

　

年
４
回
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
る
『
こ

だ
ま
会
報
』
は
会
員
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
、
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
都
府

県
の
退
職
者
会
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。今
年
度
も
発
行
は
６
月
・
８
月
・　

月
・

１０

１
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
戦
争
体
験
を
語
り
継
ご
う

　

戦
争
体
験
の
風
化
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
貴
重
な
戦
争
体
験
を
次
世
代
に
語
り

継
ぐ
た
め
に
、
戦
前
・
戦
中
の
戦
争
体
験

記
を
募
集
し
、文
集
な
ど
に
生
か
し
ま
す
。

③
健
康
が
第
一

　

会
員
の
一
番
の
関
心
事
は
健
康
問
題
。

「
健
康
講
座
」
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。

④
楽
し
い
集
い

　

み
ん
な
で
楽
し
め
る
集
い
、
お
花
見
会

や
み
か
ん
狩
り
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

⑤
趣
味
の
会
の
活
動

　

活
動
の
充
実
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
で
企
画
し
、
実
行
す
る
「
世
話
人
」

が
不
可
欠
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
、
と
い
う
方
の
現
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
現
在
、
次
の
「
趣
味
の
会
」

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
１
）囲
碁
同
好
会（
毎
月
第
１
日
曜
日
）

（
２
）俳
句
教
室（
毎
月
第
３
木
曜
日
）

（
３
）歴
史
教
室（
講
座
２
回
・
散
策
２
回
）

（
４
）食
文
化
を
楽
し
む
会
・
薬
膳
料
理

（
夏
・
秋
）

（
５
）料
理
教
室（
県
職
労
連
壮
年
部
と
共

催
・
秋
）

（
６
）ス
キ
ー
・
ツ
ア
ー（
冬
）

（
７
）援
農
体
験
・
農
業
を
楽
し
む
会

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

こ
だ
ま
会
活
動
を
お
知
ら
せ
し
、
交
流

す
る
こ
だ
ま
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

Ⅲ　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
役
員
改
選
期
で
す
。
役
員
選

考
委
員
会
か
ら
総
会
時
に
候
補
者
を
提
案

し
ま
す
。

２００９（平成２１）年度　一般会計収支予算書（案）
　　　　　　　　　（２００９年４月１日～２０１０年３月３１日） 　　　　（単位：円）

支　　出収　　入

摘 要予算額項　　目摘　要予算額項　　目

８５０，０００事務局費３，０００×８０口２４０，０００年 会 費

３５０，０００行 動 費２５，０００×４０人１，０００，０００終 身 会 費

９５０，０００広 報 費６８５，０００県職労連交付金

４５０，０００総 会 費１，１００，０００共 済 助 成 費

４００，０００会 議 費１４８，４４４雑 収 入

２５０，０００通 信 費７００，０００積立金取崩し

１００，０００弔 慰 金０寄 付 金

５０，０００負 担 金７２６，５５６前年度繰越金

１，０００，０００積 立 金

２００，０００予 備 費

４，６００，０００合　 計４，６００，０００合　 計

２００９（平成２１）年度　積立金会計収支予算書（案）
　　　　　　　　　（２００９年４月１日～２０１０年３月３１日） 　　　　（単位：円）

支　　出収　　入

摘 要予算額項　　目摘　要予算額項　　目

７００，０００本 年 度 支 出１５，３５３，４０７前 年 度 繰 越 金

１，００６，５９３本 年 度 収 入

１，０００，０００積 立 金
内 訳

１５，６６０，０００次年度繰越金６，５９３利 息

１６，３６０，０００合 計１６，３６０，０００合 計
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い
、
戦
争
が
激
し
く
な
る　

年
に
は
学
童

１９

疎
開
。
や
が
て
終
戦
を
迎
え
、
傘
や
長
靴

も
乏
し
い
青
空
教
室
に
戻
り
、新
制
中
学
、

共
学
の
新
制
高
校
に
進
ん
だ
。
社
会
科
の

副
読
本
『
民
主
主
義
』
で
、「
公
務
員
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
バ
ン

ト
」
と
教
え
ら
れ
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

卒
業
後
、県
に
就
職
。

農
林
部
水
産
課
生
産
係

は
男
性
の
技
術
職
員
６

人
と
事
務
職
員
は
私
１

人
。
や
は
り
初
め
て
の

職
場
の
印
象
は
深
い
。

電
話
・
起
案
文
書
の
浄

書
、
朝
の
机
拭
き
と
お

茶
汲
み
が
大
半
で
あ

る
。
当
時
、
相
生
町
に
あ
っ
た
特
別
調
達

局
か
ら
、「
米
軍
が
茅
ヶ
崎
沖
で
演
習
す
る

何
月
何
日
は
注
意
」
と
い
う
よ
う
な
文
書

が
く
る
と
、
県
は
各
漁
業
組
合
長
宛
に
知

ら
せ
る
書
類
、
ま
た
小
型
船
舶
の
登
録
も

多
く
、
申
請
に
基
づ
い
て
知
事
印
を
押
し

て
送
る
。
文
書
課
の
あ
る
１
階
ま
で
、
４

階
か
ら
何
回
も
昇
り
降
り
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

浄
書
も
洋
罫
紙
の
ほ
か
美
濃
版
罫
紙
も

　

昭
和　

年
、
国
民
学

１６

校
に
入
学
。　

月
に
は

１２

太
平
洋
戦
争
勃
発
。「
欲

し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
迄

は
」
な
ど
の
標
語
に
従

あ
り
、
何
枚
も
カ
ー
ボ
ン
紙
を
は
さ
み
、

セ
ロ
フ
ァ
ン
を
置
い
て
鉄
筆
で
書
く
。
や

す
り
板
に
原
紙
を
置
い
て
鉄
筆
で
切
り
、

謄
写
版
で
印
刷
す
る
。
紙
撚
（
こ
よ
り
）

も
よ
く
よ
っ
た
。
計
算
は
も
っ
ぱ
ら
算
盤

と
タ
イ
ガ
ー
計
算
機
で
あ
る
。
城
ヶ
島
大

橋
の
竣
工
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。　

年
過

１０

ぎ
て
山
下
町
の
研
修
所
に
転
勤
、
夜
は
英

会
話
教
室
に
通
っ
た
。　

歳
で
日
本
女
子

４６

大
学
通
信
教
育
部
を
卒
業
し
た
翌
年
、　
１５

年
目
に
川
崎
の
勤
労
婦
人
会
館
へ
転
勤
。

お
り
し
も
昭
和　

年
（
１
９
８
５
）
に
男

６０

女
雇
用
機
会
均
等
法
は
成
立
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　
　

年
、
大
和
保
健
所
へ
異
動
。
母
子
保

６３
健
を
担
当
。
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
に
年
号
が
変
わ

る
。
平
成
３
年
に
父
を
亡
く
し
た
。

　

平
成
７
年
３
月　

日
、　

年
間
勤
め
た

３１

４２

県
を
定
年
退
職
。
引
き
続
き
非
常
勤
職
員

と
し
て
海
老
名
の
産
業
技
術
総
合
研
究
所

相
談
室
の
受
付
を
３
年
手
伝
っ
て
仕
事
を

終
了
し
た
。
大
和
に
勤
務
し
て
い
た
時
に

夜
、
国
際
化
協
会
の
講
座
を
受
講
し
て
い

て
、
定
年
と
同
時
に
外
国
人
へ
の
日
本
語

指
導
の
グ
ル
ー
プ
で
、
木
曜
夜
、
活
動
し

て
き
た
が
、
昨
年　

月
、
若
い
人
達
に
後

１０

を
託
し
て
退
い
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

現
在
は
高
齢
の
母
の
援
護
を
主
に
し
な

が
ら
、
大
学
同
窓
会
の
回
生
幹
事
を
つ
と

め
た
り
、
薬
膳
料
理
の
勉
強
を
少
し
ず
つ

続
け
て
い
る
。
絵
は　

年
近
く
前
に
両
親

６０

か
ら
贈
ら
れ
た
油
絵
の
道
具
箱
を
使
っ
て

い
る
。
プ
ロ
の
き
び
し
さ
に
は
か
な
う
べ

く
も
な
く
一
向
に
上
達
し
な
い
が
、
折
に

ふ
れ
描
く
こ
と
で
安
ら
い
だ
り
、
反
省
し

た
り
で
あ
る
。＊　

　

＊　
　

＊

　

家
族
・
職
業
・
学
校
・
地
域
・
こ
だ
ま

会
等
を
通
じ
て
、
既
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

方
々
も
含
め
、
出
合
っ
た
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
育
て
ら
れ
た
事
に
感

謝
し
な
が
ら
、
一
方
、
あ
ま
り
明
る
く
な

い
後
期
高
齢
期
を
い
か
に
穏
や
か
に
生
き

て
い
か
れ
る
か
、
模
索
中
で
あ
る
。

（
か
め
い　

て
い
こ
）

会員�
紹介�

こ
だ
ま
俳
壇

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

（
４
月
）

夕
東
風
に
垂
る
国
連
旗
キ
ャ
ン
プ
座
間  

小
川　

水
草

六
地
蔵
赤
い
前
垂
れ
花
彩
々木

村　

武
子

花
冷
え
や
反
戦
つ
づ
る
書
道
展　
　
　

　

島
田
多
嘉
子

荒
東
風
を
潜
り
て
ほ
っ
と
我
家
か
な　

　

白
井
保
次
郎

友
の
墓
さ
が
す
老
婆
や
彼
岸
入
り　
　

　

白
石　

為
康

足
病
み
て 
三
年 
迎
え
し
花
見
か
な

み
と
せ

鈴
木
志
げ
子

春
雷
や
出
足
く
じ
か
れ
家
の
守　
　
　

高
橋　

和
江

春
の
野
や
連
山
の
い
は
れ
説
く
老
爺　

　

鳥
海　

敏
雄

筍
の
籠
き
し
ら
せ
て 
漢 
去
る　
　
　
　

お
と
こ

中
村　

桂
子

若
布
採
る
影
二
つ
の
み
昼
の
浜　
　
　

　

松
尾
佐
知
子

三
姉
妹
揃
う
一
日
や
桜
咲
く　
　
　
　

　

三
井
み
つ
子

花
吹
雪 
一  
片 
髪
に
と
ど
ま
り
ぬ　
　
　

ひ
と 
ひ
ら

　

横
川
美
代
子

 
山  
雀 
が
浮
か
ん
で
沈
む
花
の
雲　
　
　

や
ま 
が
ら

　

井
村　

友
彦

た
か
ん
な
の 　
 �
さ
に
遠
き
父
の
あ
り　

え
ご

　

山
本
つ
ぼ
み

亀井禎子さん
（横浜市在住）

「植物園の水辺」亀井禎子さんの作品

　来し方のこと　
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楽
し
い　

趣
味
の
会

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

３
月
９
日
、　

人
出
席
。

１０

　

曾
我
兄
弟
事
件
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
謎

が
あ
る
。「
親
の
仇
討
ち
と
い
う
美
談
で
は

な
く
、
実
は
、
工
藤
氏
に
関
わ
る
土
地
の

相
続
争
い
が
本
当
で
あ
っ
た
」
と
い
う
大

胆
な
仮
説
か
ら
、
中
村
猪
一
郎
講
師
の
話

は
始
ま
っ
た
。
戦
前
の
教
育
で
は
、「
曾
我

兄
弟
の
事
件
」
は
親
の
仇
討
ち
の
美
談
と

し
て
教
え
た
が
、
戦
後
の
教
科
書
に
は
載
っ

て
い
な
い
。
戦
前
か
ら
の
教
師
経
験
を
持

つ
中
村
講
師
は
実
感
し
て
い
る
と
語
る
。

　

仇
討
ち
を
遂
げ
て
果
て
た
曽
我
五
郎
・

十
郎
兄
弟
は
、当
時
の
民
衆
の
心
を
打
ち
、

史
実
を
超
え
て
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し

て
、
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
や
謡
曲
で
有
名

に
な
っ
て
い
る
。
兄
弟
の
怨
念
が「
御
霊
」

と
な
っ
て
さ
ま
よ
っ
て
い
る
と
、
各
地
で

神
社
仏
閣
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
神
奈
川

県
内
で
は
、
下
曽
我
の
城
前
寺
（
兄
弟
の

墓
が
あ
る
）、
二
宮
の
知
足
寺
（
兄
弟
の
供

養
塔
婆
が
あ
る
。
兄
弟
の
異
父
姉
・
二
宮

朝
忠
室
の
地
）、
大
磯
の
虎
御
前
の
地
（
兄

十
郎
の
女
）
な
ど
が
あ
る
。

　

さ
て
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
は
、
建
久

４
年
（
１
１
９
３
）
５
月　

日
夜
、
源
頼

２８

朝
が
催
し
た
富
士
の
巻
狩
り
の
野
営
地
で

遂
げ
ら
れ
た
。
頼
朝
の
家
臣
に
厳
重
に
守

ら
れ
た
野
営
地
で
、
頼
朝
の
家
臣
・
工
藤

祐
経
を
討
つ
こ
と
は
、
兄
弟
の
力
だ
け
で

は
祐
経
の
仮
家
に
も
近
づ
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
仇
討
ち
後
、
兄
弟
は
頼
朝

の
仮
家
に
斬
り
込
ん
で
い
る
。
兄
弟
を
助

け
、
祐
経
と
頼
朝
の
仮
家
に
導
い
た
者
が

い
る
謎
で
あ
る
。

　

中
村
講
師
は
、『
吾
妻
鏡
』が
兄
弟
の
仇
討

ち
の
記
述
か
ら
、正
治
２
年（
１
１
９
９
）、

岡
崎
義
実
没
ま
で
の
記
述
に
よ
り
冒
頭
の

仮
説
を
導
い
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
に
頼
朝
の

死〈
１
１
９
９
〉の
記
述
に
な
い
と
こ
ろ
も

不
思
議
と
）。　

工
藤
氏
に
関
わ
る
土
地
の

相
続
争
い
は
、
兄
弟
の
父
祐
泰
の
直
系
祖
の

祐
隆
が
、
嫡
男
以
外
の
祐
継
・
祐
経
（
祐
隆

が
後
妻
の
連
れ
子
・
水
草
に
産
ま
せ
た
子
）

に
相
続
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
兄
弟
の
仇
討
ち
を
助
け
た
御
家

人
に
よ
る
「
頼
朝
と
北
条
時
政
を
狙
っ
た

ク
ー
デ
タ
ー
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
と

い
う
も
う
一
つ
の
仮
説
が
あ
る
。
そ
の
御

家
人
集
団
は
、
相
模
武
士
団
で
あ
る
。
北

条
氏
一
族
は
頼
朝
と
組
ん
で
所
領
を
拡
大

し
出
世
し
て
い
く
。
一
方
、
関
東
武
士
は

頼
朝
の
旗
揚
げ
か
ら
忠
義
を
尽
く
し
て
い

る
の
に
報
わ
れ
な
い
。
こ
の
不
満
が
相
模

武
士
団
と
し
て
兄
弟
を
け
し
か
け
、「
仇
討

ち
」
に
便
乗
し
た
の
で
は
な
い
か
等
々
、

興
味
が
尽
き
な
い
話
で
あ
っ
た
。

（
湯
川　

勉
）

　

囲
碁
同
好
会
の
お
か
げ
で
上
達

　

２
０
０
３
年
８
月
に
始
ま
っ
た
「
囲
碁

同
好
会
」
は
、
今
年
５
月
で　

回
目
を
迎

６９

え
ま
し
た
。

　

幹
事
の
登
さ
ん
が
、
こ
だ
ま
会
会
員
以

外
の
現
役
の
職
員
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
声
か
け
を
し
て
参
加
者
を
増
や
し
て
く

れ
ま
し
た
。
６
段
か
ら
５
、
６
級
の
、
ま

た
入
門
者
の
人
ま
で
幅
広
く
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
３
回
ほ
ど
欠
席
し
ま
し
た

が
（
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
た
た
め
）、
初
回

か
ら
連
続
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
腕
前

も
、
初
め
は　

級
か
ら
。
現
在
は
１
、
２

１２

級
程
度
に
上
達
し
ま
し
た
。
囲
碁
同
好
会

の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
囲
碁
講

座
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
の
対
局
を
視
聴
し
て
勉
強

を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
、
負
け
て

も
最
後
ま
で
我
慢
し
、
勝
負
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
 
（
青
沼
慶
祐
）

源
頼
朝
暗
殺
未
遂
か
？

曾
我
兄
弟
事
件
の
な
ぞ

●歴史教室（散策）
と　き　６月１５日（月）小雨決行
集　合　京急「三崎口駅」改札口前１０時
コース　三浦・三崎に頼朝ゆかりの寺社を

探訪
昼　食　外食予定（自費）
参加費　５００円・ガイド中村猪一郎会員
申込先　電話＆Ｆａｘ　０４５（３６１）０１１２（佐

藤喜治）

●歴史教室（講義）…見学自由
テーマ　太平記から
と　き　９月１４日（月）１３時３０分～１５時３０分
ところ　こだま会事務所がある横浜合庁５

階会議室
参加費　無料
講　師　中村猪一郎会員
申込先　電話＆Ｆａｘ　０４５（３６１）０１１２（佐

藤喜治）

●囲碁同好会
月例会（毎月第１日曜日）
　　　　６月７日　７月５日　８月２日
ところ　囲碁サロン「 有  心 」

う しん

　　　　横浜駅西口大洋ビル６階
会　費　７００円
申込先　こだま会事務局　０４５（２１２）３１７９
　　　　登　豊吉　０４５（８２４）７１５５
　　　　青沼慶祐　０４５（７８２）７６６５

●俳句教室（楽しい句会です）
月例句会（毎月第３木曜日午後１時～）。

春・秋など旅先での句会も予定。
初心者歓迎。

と　き　６月１７日　７月１６日　
ところ　こだま会事務所
指　導　山本つぼみ先生（阿夫利嶺主宰）
会　費　５００円
申込先　こだま会事務局　０４５（２１２）３１７９
　　　　又は小川政則　０４２（７４２）２２５３

●食文化を楽しむ会
と　き　７月中旬予定
ところ　横浜市西区センター（横浜駅西口

徒歩１０分）（調理実習室）
テーマ　暑さに負けない夏の薬膳料理（仮）
先　生　上野多恵子さん（会員）
会　費　１８００円
申込先　亀井禎子　０４５（３３２）４０６１
　　　　山本文子　０３（３７２８）２２２７

 囲 碁 同 好 会囲　碁　同　好　会

歴史教室
講義

予告予告��　予告予告��　予告予告���
�

�
�

�����
�����
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安
心
し
た
。

　

用
意
の
で
き
た
�
元
気
印
�
は
、
ゲ
レ

ン
デ
に
直
行
。
早
々
と
雪
の
感
触
を
味
わ

う
。
広
大
な
ゲ
レ
ン
デ
。
生
き
返
る
よ
う

な
冷
気
。
ま
さ
に
健
康
で
生
き
ら
れ
た
充

実
感
を
味
わ
っ
た
。

　

今
回
か
ら
ホ
テ
ル
内
に
温
泉
が
引
か

れ
、手
足
を
伸
ば
し
ゆ
っ
く
り
安
ら
い
だ
。

値
が
張
る
夕
食
も
あ
り
、
各
自
の
好
み
で

済
ま
せ
る
。

　

今
回
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
霧
氷
や
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
な
ど
、
寒
い
北
国
の
自

然
美
・
造
形
美
を
堪
能
。
楽
し
い
こ
と
は

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�

動
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　

道
具
等
は
鋸
と 
鉈 
を
持
参
、
そ
の

な
た

他
の
道
具
は
会
員
の
年
会
費
と
山
の

持
ち
主
に
賛
助
会
員
に
な
っ
て
も
ら

い
、
購
入
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
新

　

私
は
、
海
老
名
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
『
山
仕
事
の
会
』
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
は
、
定
年
過
ぎ
の
気
持
ち
の

若
い
老
人
約　

人
、
女
性
も
６
人
ほ

３５

ど
で
、
豊
か
な
自
然
を
市
民
共
有
の

財
産
と
し
、
里
山
の
保
全
と
環
境
水

藹
々
と
作
業
し
て
い
ま
す
。
月
３
回

程
度
、　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

１０

弁
当
持
参
で
す
。

　

里
山
は
個
人
の
山
な
の
で
、
作
業

の
許
可
を
も
ら
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

作
業
し
ま
す
。
山
は
手
入
れ
が
出
来

ず
荒
れ
て
い
て
、
ゴ
ミ
な
ど
も
捨
て

源
保
全
等
を
守
り

育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
和
気

ら
れ
、
林
の
中
に
は
入
る
こ
と
も
出

来
ま
せ
ん
が
、
手
入
れ
を
し
た
後
は

見
通
し
も
良
く
、「
散
策
も
出
来
る
よ

う
に
明
る
く
安
全
に
な
っ
た
」
と
持

ち
主
や
近
辺
の
人
に
も
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

作
業
は
、
下
草
刈
・
間
伐
・
枝
打

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
で
機
械

類
が
導
入
で
き
ま
し
た
。
危
険
も
伴

い
ま
す
が
、
作
業
が
早
く
楽
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、『
え
び
な

　
�
元
気
印
�
で
ゲ
レ
ン
デ
に

　

恒
例
の
こ
だ
ま
会
「
北
海
道
ス
キ
ー
」。

１
月　

日
か
ら　

日
の
３
泊
４
日
で
、
富

２５

２８

良
野
ス
キ
ー
場
で
楽
し
ん
で
き
た
。
１
人

が
前
日
キ
ャ
ン
セ
ル
で
、
今
回
は　

人
１９

だ
っ
た
。

　

羽
田
空
港
で
は
、
天
候
不
良
で
他
の
空

港
又
は
羽
田
に
引
き
返
す
か
も
と
告
げ
ら

れ
、
幸
運
を
祈
る
思
い
だ
っ
た
。
参
加
者

の
善
行
が
通
じ
た
の
か
、
何
事
も
な
く
無

事
に
着
く
。
常
宿
で
あ
る
新
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
は
、
昨
年
よ
り
人
出
も
多
く
あ
り
、

楽しい趣味の会・北海道スキー

写真提供：野沢季子さん

編
集

後
記

▼
い
よ
い
よ
こ
だ
ま
会
の

定
期
総
会
で
す
。
皆
さ
ん

お
元
気
で
す
か
▼
年
に
一

度
の
機
会
で
す
。
交
流
を

深
め
、「
元
気
印
」
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。 　
 
（
と
）

短
い
。
も
う
帰
る
日
と
な

る
。

　

全
員
健
康
な
喜
び
に
満

た
さ
れ
、
羽
田
に
て
解
散
。 

（
叶
井
進
一
）

ち
等
で
、
誰
の
指
示
も
な
く
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
や
る
の
が
モ
ッ
ト
ー

で
す
。
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
刈
払
機
や

チ
ェ
ン
ソ
ー
、
枝
や
草
等
を
粉
砕
機

で
チ
ッ
プ
処
理
す
る
危
険
な
事
も
あ

る
た
め
、
安
全
作
業
の
講
習
等
も
あ

り
、
毎
回
作
業
前
に
は
皆
で
準
備
運

山
作
り
・
里
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
雨
宮　

和
雄

た
に　

年
度
神
奈
川
県

２０

水
資
源
環
境
保
全
再
生

市
民
事
業
支
援
補
助
交

付
対
象
事
業
に
な
り
、

の
森
創
造
事
業
』
に
参
加
。
緑
化
ま

つ
り
や
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
イ
ベ

ン
ト
で
、『
山
仕
事
の
会
』を
紹
介
し
、

竹
細
工
・
ド
ン
グ
リ
や
松
か
さ
な
ど

を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
を
開

た
所
で
皆
で
食
べ
る
弁
当
、
本
当
に

楽
し
い
作
業
で
す
。元
気
な
う
ち
は
、

ず
っ
と
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

き
、
市
民
や
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

自
然
に
接
し
四
季
を

感
じ
、
荒
れ
た
林
を
手

入
れ
し
、
綺
麗
に
な
っ


